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 ろうきんインターネットバンキング（団体向け）では 2017 年 3 月 21 日（火）より以下の機能

について機能改善を行います。 

 より便利にご利用いだけるようになりますので、今後とも「ろうきんインターネットバンキン

グ（団体向け）」をご活用いただきますようお願いいたします。 

 

 

 

（１）CSV形式でのダウンロード機能の追加 

入出金明細照会は「ANSER-API ファイル形式（タブ区切りテキストファイル）」でのみダウ

ンロードできました。 

機能改善により、「CSV形式」も入出金明細照会をダウンロードできるようになります。 

   【機能改善後画面】 

 

 

  
CSV形式でダウンロードができるようにな

ります。 

１．入出金明細照会 

ろうきんインターネットバンキング（団体向け） 
主な機能改善内容 
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（１）振込依頼人名の入力の改善 

 振込振替を行う際の振込依頼人名は口座名義（固定）で振込振替を行っていました。 

機能改善により、振込依頼人名を入力して振込振替ができるようになります。 

   【機能改善後画面】 

 

 

 ※振込依頼人名を口座名義でお振込される場合は、振込依頼人名の入力は不要です。その場合、次画面の

「振込依頼人名」は“－”と表示されます。 

 ※振込先口座が〈ろうきん〉の場合、振込先口座通帳に印字される依頼人名は 14 文字までとなりますの

で、14文字以内でご入力ください。 

 

（２）振込振替 1取引における選択明細数の拡大 

振込振替を行う際、振込先は 1取引あたり 10件まで選択できました。 

機能改善により、100 件まで選択できるようになります。 

   【機能改善後画面】 

 

100件まで選択できるようになります。 

次画面 

２．振込振替 

振込依頼人名を入力すること

ができるようになります。 
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（３）過去の振込先口座の表示件数の拡大 

過去の振込先口座を選択して振込データを作成する場合に、これまでは過去取引は 10件ま

で表示していました。 

機能改善により、過去取引を最大 50件まで表示します。 

【現在画面】 

 
 

   【機能改善後画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 最大 50件まで表示します。 

ボタン名を変更します。 
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（４）振込指定日変更時の「確認チェックボックス」の追加 

振込振替の当日の都度指定の振込において、当金庫宛（受付時間当日 21:00 まで）と当金

庫以外宛（他労働金庫・他金融機関（受付時間当日 15:00 まで））の振込が混在した振込デー

タを作成した場合、他労働金庫・他金融機関宛の 15:00 以降の振込は翌営業日扱いとなる旨

注意文言を表示していました。 

機能改善により、上記の注意文言の他、「確認チェックボックス」を追加します。 

【現在画面】 

 

 

   【機能改善後画面】 

 

 

  
確認チェックボックスを追加します。 
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（５）一時保存機能の追加 

振込振替では、作成中の振込データを一時保存することができませんでした。 

機能改善により、振込振替の画面（金額入力画面）に「一時保存」ボタンを追加し、作成

中の振込データの一時保存ができるようになります。 

  【機能改善後画面】 

   ア．一時保存 

     金額入力画面の「一時保存」を押下して、作成中の振込データの一時保存を行います。 

 

 

イ．一時保存した振込データの再編集 

振込振替の「作業内容選択」画面、またはトップ画面の「保存中のお取引」から一時

保存中の振込データを再編集することができます。 

（作業選択画面）             （トップ画面） 

 

 

 

次画面 
（新規画面） 
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（６）事前登録方式（受取人番号入力）の振込先口座情報の表示改善 

「事前登録方式（受取人番号入力）」で振込データを作成する場合、振込データ作成時の画

面には「受取人番号（3桁）」しか表示されず、振込実行の確認画面で振込先口座情報が表示

されていました。 

機能改善により、振込データ作成時に、前回取引を行った振込先情報を表示します。 

なお、振込実行の確認画面では、これまでどおり、現在登録されている振込先口座情報を

表示されます。 

  【現在画面】 

 

 

  【機能改善後画面】 

   ア．過去取引がある場合 

表示される振込先口座情報は、当該受取人番号で前回振込した時の振込先情報が表示

されます。 

 

イ．過去取引がない場合 

過去の取引がない場合は、振込先口座情報（受取人名、金融機関名等）は、“－”と表

示されます。 

 

  

前回取引した振込先情報を表示

します。 

過去の取引がない場合は“－”と

表示します。 
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ウ．同じ受取人番号で振込先情報を変更した場合 

当金庫に書面でお届けいただいている「振込先事前登録口座」の振込先情報を変更し

た場合（受取人番号は変更前と同じ番号を利用）、上記ア．のとおり振込データ作成時点

では前回取引を行った振込先情報が表示されます。 

変更後の振込先情報は、振込実行の確認画面で表示されますが、当該画面で振込情報

が変更になっている旨ガイダンスを表示します。 

 

 

（７）振込先の登録方法の改善 

「登録振込先口座一覧」から振込振替を行った際、振込先の口座名義が異なっている場合

は、振込振替後正しい振込先の口座名義で振込先に登録することができます。その際、登録

振込先には、「変更」で登録されました。 

機能改善により、登録振込先口座情報を「変更」するか、または「新規登録」するか選択

をすることができるようにします。 

   【機能改善後画面】 

 

注意文言と、確認のチェックボッ

クスを追加します。 

振込先の登録方法を選択できる

ようにします。 
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（８）振込先登録時の支払金額の登録方法の改善 

振込振替後に当該振込先を登録する場合、「登録支払金額」には取引を行った金額が登録さ

れていました。 

機能改善により、「登録支払金額」は固定せず、入力できるように変更します。 

【現在画面】 

 

   【機能改善後画面】 

 

 

（９）振込振替（承認機能利用あり）の承認期限表記の変更 

承認取引画面に表示される承認期限は、振込振替、一括データ伝送（総合振込・給与（賞

与）振込・口座振替）とも時刻まで表示していました。 

振込振替については承認期限は日付のみとし時刻は表示しない扱いとさせていただきます。 

※一括データ伝送（総合振込・給与（賞与）振込・口座振替）の承認期限は、これまでどおり時刻まで表示

します。 

   【機能改善後画面】 

 

登録支払金額を入力できるよう

にします。 

振込振替（承認機能あり）の承認期限は日付の

み（時刻は表示せず）に変更します。 
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（１）振込振替における全取引取消権限の追加 

振込の取消については、振込データ作成者または承認者でしか振込の取消が行えませんで

した。 

機能改善により、不正操作により作られた振込データを取消権限がある利用者（ユーザ）

にも取消ができるように、取消権限の機能を追加します。 

  ※「全取引取消」権限は、［管理≫利用者管理≫利用者情報の管理］から、権限を与えるユー

ザを選択して設定することができます。 

   【機能改善後画面】 

 

 

以 上 

「全取引取消」権限を追加します。 

３．管理 


